東谷山山麓の湿地の水質 by 吉田 耕治 et al.
― 51 ―
東谷山山麓の湿地の水質
Characteristics of Water Quality of Mire at the foot of Mt. Togokusan
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はじめに
名古屋市守山区と瀬戸市にまたがる東谷山
は，庄内川と矢田川にはさまれた丘陵地帯に
ある標高198 m の山であり，その山頂は名古
屋市における最高地点である。山頂には尾張
戸（おわりべ）神社があり，山麓は主に愛知
県が管轄する県有林となっている。西側の守
山区志段味地区や北側の春日井市高蔵寺地区
とは異なり，これまで大規模な開発を免れて
きたことから，名古屋市内にありながら自然
状態が保たれており，コナラやスダジイなど
を中心とするまとまりのある森林が形成され
ている。レッドデータブックなごや2015動物
編１）によれば，名古屋市内における哺乳類
の生育状況調査などでは，近年ムササビ，ニ
ホンテン，ニホンイタチ，ニホンノウサギ，
カモシカ，イノシシが確認されているのは東
谷山およびその周辺のみであり，他にもニホ
ンリス，アカギツネなどの生育地となってい
る。これらの動物はいずれも名古屋市の絶滅
危惧種に指定されている。
このように東谷山は，ムササビやニホンリ
スなどの森林に依存する哺乳類の生育場所を
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提供する一方で，その山麓にはいくつもの湧
水点があり，小規模な湿地を複数形成してい
る。これらの湿地にはシデコブシ，シラタマ
ホシクサ，ヘビノボラズといった東海丘陵要
素植物群だけでなく，ヌマガヤやサギソウな
どの湿地性植物が生育しているほか，湿地環
境に適応したヒメタイコウチも生息してい
る2）。東谷山山麓の湿地群では2008年に保全
活動が始まったが，2011年には東谷山湿地保
全の会が発足して，南西湿地での周辺林の伐
採やネザサの除去，シデコブシの生育調査が
図1　東谷山の位置
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行われるようになった3）。また，まとまった
森林と湿地群を有する環境であることから，
2010年には愛知県が「自然環境の保全及び緑
化の推進に関する条例」に基づき，東谷山
一帯の27.67 ha（特別地区12.40 ha，普通地区
15.27 ha）を愛知県自然環境保全地域に指定
し，保全が図られている2）。
現在名古屋市内はほぼ全域にわたって開発
が進行したため，かつて市東部の丘陵地域に
多数存在していたと考えられる湧水湿地のほ
とんどが消滅し，東谷山山麓以外では守山区
の八竜湿地，天白区の島田湿地，緑区の滝の
水湿地が知られている程度である。これら 3
つの湿地は，それを取り巻く樹林地とともに
名古屋市管轄の緑地公園として管理され，地
元ボランティア団体による保全活動が積極的
行われているが，緑地公園の周辺は新興住宅
地，高規格道路，学校などによって囲まれて
おり，いずれも孤立した状態にある。これに
対して東谷山山麓の湿地は，周辺に愛知県立
大学や農園，名古屋市の農業公園である東谷
山フルーツパークなどがあるものの，背後の
東谷山山腹の森林は瀬戸市方面の丘陵地との
連続性を保っており，周辺状況は大きく異な
る。そこで本研究では，このように周辺が自
然状態を保っている湿地の水質の特性を把握
するため，2012年 5 月から2013年 3 月まで水
質調査を行った。
材料と方法
調査地
本研究で調査を行ったのは，東谷山山麓に
複数ある湿地のうち，東谷山の南西，東谷山
フルーツパークに隣接する登山口付近にある
最も規模の大きな湿地である。東谷山周辺に
生育するシデコブシを調査した石原（2015）
の報告3）に従い，以下南西湿地という。採水
地点の地図を図 2に，採水場所の状況を図 3
から図 6に示す。図 2に示すように南西湿地
は掌状をしている。これは地下水が広く帯状
に浸み出し，それがいくつもの小さな谷を形
成してこのような地形になったと考えられ，
大まかに「西側の谷」「中央の谷」「東側の谷」
「下部の谷」の 4つのエリアに分けられる。
そのため採水地点の記号番号は，「西側の谷」
をW，「中央の谷」C，「東側の谷」をE，「下
部の谷」をDとし，地下水を 1から，表面水
を51から，概ねエリアごとに上流から下流に
向かって順に付番した。地下水は無数の穴を
あけた内径44mm，長さ 1 mのポリ塩化ビニ
ル製の管を埋設し，管内にたまった水を採取
した。
図2　東谷山山麓の南西湿地における採水場所
「西側の谷」はW 1 ～ W 4 およびW51 ～
W52の 6 ヶ所で採取した。W 1 は「西側の
谷」の湿地上端から頂上方向へ約10 m 離れ
た地点で，標高はわずかに高い。コナラやア
ラカシなどが生育する落葉・常緑広葉樹の混
交林の林縁部のほぼ平坦な空地であり，土壌
が発達して湿地ではないが，周辺が乾燥して
いるのに対し，この場所は常にやや湿った状
態であった。「西側の谷」に湧出する水を地
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下水の段階で採取することを目的として設定
した。W 2 は「西側の谷」の湿地上端であり，
この付近から地下水が湧出していると考えら
れる。W 2 に隣接して常に滞水している水た
まりがあり，これをW51とした。W 3 は「西
側の谷」の右岸で，W 2 の南西約20mの位置
にある。このすぐ西側には幅 5 m程度の森林
をはさんで東谷山への登山道がある。付近は
常に湿った状態にあり，その南側約 3 mの位
置にW52がある。W52は水深の浅い水たまり
であるが，枯れたことはない。W 3 から見て
東側，「西側の谷」を挟んで対岸に位置する
のが左岸のW 4 である。この付近で「西側の
谷」と「中央の谷」とが合流する。
図3a　W1採水地点。写真は地下水採水用のポリ
塩化ビニル管を撤去した時のもので，上方が森林，
撮影者の背後が「西側の谷」である。
図3c　W3採水地点
図3b　W2およびW51採水地点。W2は地下水採
水用のポリ塩化ビニル管を撤去した時のもので，
写真奥に「西側の谷」が広がる。
図3d　W4採水地点。写真右からの「西側の谷」と，
写真左からの「中央の谷」の合流点で，写真奥が
「下部の谷」である。
図3e　W52採水地点
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「中央の谷」はC 1 ～ C 2 およびC51 ～
C53の 5 ヶ所で採取した。C 1 からC51を経由
してC52に至る部分がこの谷の主なもので，
C53，C 2 付近で北東方向へわずかな谷地形
が派生する。C 1 は「中央の谷」の最上部に
ある林縁部で，表面水はないものの，付近は
常に湿った状態にあった。C51は「中央の谷」
の右岸に形成された沼地状の場所で流れはな
い。C52は「中央の谷」の右岸，「西側の谷」
を分ける尾根先端部付近の湧水で，水量は少
ないものの湧出している様子が観察できる。
C53とC 2 はいずれも「中央の谷」の左岸側
から派生する谷との合流点付近で，草本植物
が繁茂している。
図4a　C1採水地点
図4b　C2およびC53採水地点。写真上方が「中
央の谷」で，右上奥の「下部の谷」が続く。
図4c　C51採水地点。写真右側に「中央の谷」が
広がる。
図4d　C52採水地点。湧水が観察される場所であ
る。左奥にW4採水地点が見える。
「東側の谷」はE 1 ～ E 7 およびE51の 8 ヶ
所で採取した。「東側の谷」は，他の谷との
間に樹木が成長し，全体として樹高の高い樹
木に取り囲まれていることから，やや暗く孤
立した印象を受ける。ここは林縁部から帯状
に水が浸み出しているものの，湿地部では表
面水を採取できるほどの表面の滞水はなかっ
た。そのため，湿地上部の林縁部にE 1 から
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E 5 を，下部にE 6 を設定し，地下水として
採取することにした。ただしE 1 付近の水は
「東側の谷」とは直結しておらず，付近を湿
潤させているのみであった。またこの場所は，
水たまりが常にイノシシのぬた場として利用
図5a　E1採水地点
図5b　E2採水地点。手前が「東側の谷」，写真奥
が森林である。
図5d　E4採水地点。森林側から「東側の谷」を
見下ろすように撮影している。
図5c　E3採水地点。この付近にはシデコブシが
数株生育している。
されている形跡があった。湿地部から流出し
た水は，南側の林内からの水と合流して渓流
となり，E 7 およびE51付近の細くやや深い
谷を経由して「下部の谷」へ流下する。
「下部の谷」はD 1 ～D 2 およびD51～D54
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の 6ヶ所で採取した。ここは南西湿地の中で
最も開けた場所である。右岸林縁部のD 1，
D 2 ともに湧水があるとみられ，それぞれ枯
れることのない水たまりが付近に存在する。
図5f　E6採水地点 図5g　E7およびE51採水地点。「東側の谷」から
流出した水は，この付近で狭い渓流となって写真
奥の「下部の谷」に流出する。E7はその右岸上方
の地下水，E51はその渓流水である。
図5e　E5採水地点。写真左側が「東側の谷」で
ある。
D 1 付近の水たまりも採取の対象とし，D51
とした。左岸側は「東側の谷」から流下した
水を，湿地保全活動のために設置されている
丸太橋（D52）と，さらに下流の林縁部であ
るD53の 2 ヶ所で採取した。すべての水は湿
地末端で一つの流れに収束し，湿地南側の公
道脇の側溝へ流下する。その側溝直前で採取
したのがD54である。
試料の採取は，2012年 5 月から（表面水に
ついては同年 6月から）2013年 3 月まで，1ヶ
月に 1回，計11回実施した。
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水質分析
本研究ではpH, 電気伝導度（以下「EC」と
いう），溶存イオン濃度を測定した。pHはガ
ラス電極法，ECは導電率法により，pH/EC
メーター（D―54，堀場製作所）を用いて試
料採取時に測定した。採取した試料を孔径
0.45μmのセルロース混合エステルメンブレ
ンフィルタ（A045A025A，東洋濾紙）でろ過
し，溶存イオン濃度をイオンクロマトグラフ法
で測定した。分析したイオンは，アニオンは塩
化物（Cl―），硝酸（NO3
―），硫酸（SO4
2―）の 3
種，カチオンはナトリウム（Na+），アンモニ
ウム（NH4
+），カリウム（K+），マグネシウ
ム（Mg2+），カルシウム（Ca2+）の 5種であ
る。測定には，2012年12月までの試料につい
てはイオンクロマトグラフ IC20（Dionex）を，
2013年 1 月からの試料についてはアニオンに
図6b　D2採水地点。公道（車道） に近く，走行
する車が右に見える。
図6a　D1およびD51採水地点。写真奥に「下部
の谷」が広がる。
図6c　D52採水地点。湿地保全用に設置された丸
太橋がある。
図6d　D53採水地点。写真は森林側　（東） から
「下部の谷」（西） を向いて撮影したものである。
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図6e　D54採水地点。写真右の南西湿地からの水
は，この地点で公道脇にある排水口へ流出する。
DX―320（Dionex）を，カチオンにICA―2000（東
亜ディーケーケー）を使用した。
結果と考察
表 1から表10に各地点のpH, EC, 各溶存イ
オン濃度の測定値，平均値と標準誤差を示す。
表中の「 ―」は採水または分析できなかった
ことを，「ND」は検出限界以下であることを
示し，平均値の算出は「ND」を 0とみなし
て行った。なお，2012年 5 月はECメーター
の装置不具合によりすべての地点でECが欠
測である。また2012年12月のアニオン（Cl―, 
NO3
―, SO4
2―）はサンプル量不足により欠測と
なった。
南西湿地全体としてpHは比較的低く推移
した。多くの地点で 5を下回る値が観測され
たが，平均値で 5を下回ったのがW 1 ，C52
の 2 ヶ所，5.0 ～ 5.4にあったものはW 2 ，
W 3 , W52, C51, E 7 , D 1 であり，「西側の谷」
で低pHとなる傾向がみられた。上部林縁部
のW 1 の平均pHが全調査地点中最も低く，
常に 5を下回り，10月には3.9と全測定値の
中で最低値を記録した。湿地上端の林縁部の
地下水であるW1，C1，E1 ～ E5で比較をす
ると，谷ごとに傾向が異なり，地下水の流
入経路がそれぞれ異なることが推測された。
「下部の谷」の渓流水であるD52 ～ D54は
pH6前後と比較的高めに推移しているが，こ
れは湿地に生育する植物体の分解物が供給さ
れるためと考えられる。ECもまた湿地全体
で低く推移した。E2，E4を除くすべての地
点で 5 mS/mを下回る値が少なくとも 1回は
観測され，平均値でも「西側の谷」の 6ヶ所
すべて，「中央の谷」 5ヶ所中 2ヶ所，「東側
の谷」 8ヶ所中 2ヶ所，「下部の谷」 6ヶ所
中 4 ヶ所で 5 mS/mを下回った。「西側の谷」
は全体的に他の谷に比べて酸性・貧栄養傾向
が強く，pHの平均値が5.0前後，ECの平均値
が4.0前後という値は名古屋市守山区の八竜
緑地の一部（石井，20044）;吉田ら，未発表）
や同市緑区の滝の水湿地（吉田ら，未発表）
と同程度である。一方でW51，C1，E2，E3，
E4，D2では突発的に7.0以上のpHが，C2，
E1，E3，E4，E5，D1，D53 では10mS/mを超え
るECが観測された。これらが同時に観測さ
れたのは 8月のE3であり，ECが77.4mS/mと，
硫酸アンモニウムの過剰施肥が恒常的に行わ
れる茶畑地帯を流下する河川水などで観測さ
れているのと同程度5）の高さである。同時に
Na+, NH4
+, K+，Mg2+，Ca2+の各濃度も高くなっ
た。他の地点では中性化・高ECがイオン濃
度の上昇と必ずしも一致しておらず，共通す
る要因を見出すことはできなかったが，例え
ば虫などがポリ塩化ビニル管に入って分解し
たか，採水地やポリ塩化ビニル管周辺におい
て，地上または地下で動物の活動があったこ
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表 1. 東谷山山麓の南西湿地における各採水地点の pHの測定値，平均値，標準誤差 (S.E.) 
 
  
採水日 2012 2013
地点 5/23 6/29 7/27 8/22 9/26 10/24 11/14 12/21 1/23 2/20 3/14 Mean S.E.
W1 - 4.5 4.5 4.7 4.5 3.9 - - 4.9 4.2 4.4 4.4 0.1
W2 5.6 4.7 5.6 5.4 5.2 4.8 5.6 4.9 6.0 5.1 5.5 5.3 0.1
W3 5.6 5.3 5.5 4.9 5.5 5.0 6.0 5.6 6.0 4.7 5.4 5.4 0.1
W4 5.3 5.2 5.5 6.2 6.0 6.3 6.2 5.0 6.4 5.1 5.4 5.7 0.2
W51 - 4.9 5.2 5.5 5.8 7.2 5.9 5.2 5.7 5.2 5.4 5.6 0.2
W52 - 5.1 5.1 5.4 5.8 5.1 6.0 6.1 5.9 5.2 4.9 5.4 0.1
C1 7.1 5.9 6.2 6.3 6.0 6.0 6.5 5.2 5.8 5.7 - 6.1 0.2
C2 6.3 6.5 5.8 6.4 5.8 6.4 6.2 5.8 6.7 5.6 5.4 6.1 0.1
C51 - 5.3 5.1 5.3 5.5 5.0 5.9 5.8 5.7 5.7 5.3 5.4 0.1
C52 - 4.8 4.6 4.8 - 4.7 5.3 4.3 5.2 4.9 5.2 4.9 0.1
C53 - 5.2 - 6.0 6.0 5.9 - 4.9 6.1 6.3 5.5 5.7 0.2
E1 5.9 6.0 5.8 5.6 5.4 - 6.1 - 5.9 5.5 5.3 5.7 0.1
E2 7.5 - - 5.6 5.5 - 5.5 5.4 5.2 5.0 5.5 5.6 0.3
E3 6.9 5.7 6.4 7.0 6.0 5.7 5.8 5.8 5.0 5.0 5.5 5.9 0.2
E4 7.0 - 5.7 5.9 6.2 6.3 - - 5.7 4.9 5.1 5.8 0.2
E5 6.0 6.0 6.0 5.6 5.7 - 6.3 5.6 5.6 4.9 5.0 5.7 0.1
E6 6.1 5.6 - 5.5 5.5 5.5 5.9 5.5 4.8 5.4 5.3 5.5 0.1
E7 5.3 5.1 5.0 5.4 5.2 5.5 5.5 5.3 4.5 5.3 4.9 5.2 0.1
E51 - 5.9 5.8 6.0 6.1 5.3 6.4 6.4 5.1 5.1 5.4 5.8 0.2
D1 5.2 5.5 5.8 5.0 4.9 5.2 5.4 5.3 5.5 4.7 4.6 5.2 0.1
D2 7.1 5.7 5.7 6.0 5.8 6.7 6.1 5.9 6.2 5.2 5.5 6.0 0.2
D51 - 5.5 5.7 5.9 5.6 5.5 5.7 5.3 6.0 4.9 4.9 5.5 0.1
D52 - 6.1 6.0 6.2 6.1 5.6 6.5 6.5 5.2 5.1 6.4 6.0 0.2
D53 - 5.9 5.9 6.1 5.9 6.1 6.5 6.3 5.3 6.0 6.3 6.0 0.1
D54 - 5.8 5.9 6.1 6.1 6.1 6.5 5.5 6.2 5.6 5.8 6.0 0.1
西
側
中
央
東
側
下
部
表 2. 東谷山山麓の南西湿地における各採水地点の電気伝導度 (EC) の測定値，平均値，
標準誤差 (S.E.) (単位: mS/m) 
 
  
採水日 2012 2013
地点 5/23 6/29 7/27 8/22 9/26 10/24 11/14 12/21 1/23 2/20 3/14 Mean S.E.
W1 - 3.8 4.3 3.4 4.9 3.7 - - 3.9 3.8 3.7 4.0 0.2
W2 - 3.2 3.8 3.2 3.6 4.0 4.5 4.0 3.7 4.3 4.1 3.8 0.1
W3 - 3.7 3.7 3.4 4.7 4.1 4.1 4.3 4.9 4.8 4.1 4.2 0.2
W4 - 3.1 3.6 4.5 4.6 4.2 4.6 3.8 3.3 3.1 3.1 3.8 0.2
W51 - 4.0 3.9 3.5 3.2 4.9 3.8 4.4 4.3 4.4 4.2 4.1 0.2
W52 - 3.0 3.1 2.7 5.2 3.8 4.6 4.6 4.0 3.1 2.9 3.7 0.3
C1 - 7.3 12.2 6.8 7.6 5.5 6.3 6.1 4.2 4.0 - 6.7 0.8
C2 - 5.8 4.4 7.4 6.1 6.5 7.1 6.5 4.6 5.9 6.1 6.0 0.3
C51 - 3.3 3.3 3.5 3.3 3.4 3.2 3.3 3.2 3.3 3.2 3.3 0.0
C52 - 3.7 3.5 3.4 - 4.0 3.6 3.7 3.5 3.6 3.5 3.6 0.1
C53 - 3.8 - 8.2 6.5 5.6 - 6.0 5.2 5.3 5.6 5.8 0.4
E1 - 11.5 8.9 4.8 5.9 - 9.5 - 4.2 3.8 4.2 6.6 1.0
E2 - - - 5.5 5.0 - 5.8 5.8 5.3 5.4 5.5 5.5 0.1
E3 - - 23.5 77.4 12.7 19.3 7.9 7.6 4.7 5.2 4.4 18.1 7.7
E4 - - 6.7 6.4 10.6 9.4 - - 8.2 5.9 5.4 7.5 0.7
E5 - 11.7 10.0 4.9 5.5 - 14.6 8.8 4.7 5.2 4.0 7.7 1.2
E6 - - - 3.5 5.0 5.0 5.5 6.6 5.7 5.4 5.7 5.3 0.3
E7 - 4.4 4.2 4.4 4.5 4.2 4.1 4.4 4.3 4.4 4.2 4.3 0.0
E51 - 3.1 3.3 3.8 3.5 3.7 3.6 3.7 3.3 3.2 3.2 3.4 0.1
D1 - 4.3 10.5 4.2 3.3 2.9 2.8 2.9 2.5 2.5 2.5 3.8 0.8
D2 - 6.1 4.8 4.6 5.8 5.0 7.8 8.2 6.2 5.9 6.4 6.1 0.4
D51 - 3.5 6.0 2.5 3.0 2.5 3.3 3.2 6.1 2.6 3.3 3.6 0.4
D52 - 3.2 3.2 3.4 3.4 3.6 3.8 3.7 3.3 3.4 3.5 3.4 0.1
D53 - 3.2 3.3 3.6 3.6 15.1 6.0 5.0 3.8 3.2 4.0 5.1 1.1
D54 - 3.1 5.3 3.5 4.7 3.7 4.4 3.6 3.1 3.0 3.5 3.8 0.2
西
側
中
央
東
側
下
部
表1.　東谷山山麓の南西湿地における各採水地点のpHの測定値，平均値，標準誤差（S.E.）
表2.　東谷山山麓の南西湿地における各採水地点の電気伝導度（EC） の測定値，平均値，標準誤差（S.E.）
　　　（単位: mS/m）
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表 3. 東谷山山麓の南西湿地における各採水地点の Cl- 濃度の測定値，平均値，標準誤差 
(S.E.) (単位: mg/l) 
 
 
  
採水日 2012 2013
地点 5/23 6/29 7/27 8/22 9/26 10/24 11/14 12/21 1/23 2/20 3/14 Mean S.E.
W1 - 3.0 3.2 2.8 4.6 3.5 - - 3.6 3.6 5.0 3.7 0.3
W2 5.3 3.6 3.1 4.0 4.1 4.5 5.0 3.8 3.6 3.7 4.7 4.1 0.2
W3 3.7 3.1 2.7 3.1 3.3 3.3 3.9 3.1 3.0 3.1 3.8 3.3 0.1
W4 4.9 4.0 3.2 3.5 3.8 3.8 4.6 4.4 4.1 3.9 4.8 4.1 0.2
W51 - 4.0 3.1 3.9 3.8 4.3 5.3 3.7 3.6 3.6 3.8 3.9 0.2
W52 - 3.2 2.7 3.3 3.4 3.6 4.4 3.1 2.8 2.9 3.0 3.3 0.2
C1 9.1 3.9 4.2 3.5 4.9 3.1 5.8 5.1 2.9 2.4 5.1 4.5 0.6
C2 5.9 6.1 5.3 - 5.7 5.6 7.1 5.4 5.4 5.2 7.1 5.9 0.2
C51 - 3.8 3.3 4.1 4.6 4.2 4.6 3.6 3.5 3.5 3.6 3.9 0.1
C52 - 3.4 3.3 3.9 - 4.0 4.2 3.5 3.3 3.3 3.6 3.6 0.1
C53 - 4.1 - 7.4 7.7 7.3 - 6.9 6.1 5.8 6.3 6.4 0.4
E1 7.6 7.8 6.7 8.4 9.2 - 9.7 - 5.3 5.3 7.4 7.5 0.5
E2 8.1 - - 8.2 8.0 - 8.1 5.9 5.6 5.7 7.3 7.1 0.4
E3 9.2 8.2 6.4 8.7 7.2 7.5 8.0 6.4 5.7 6.1 7.6 7.4 0.3
E4 7.8 - 6.8 8.4 7.9 7.0 - - 5.6 5.9 7.6 7.1 0.3
E5 5.8 8.2 4.5 5.2 5.6 5.0 5.9 4.2 4.0 - 4.8 5.3 0.4
E6 8.3 7.0 - 3.9 7.2 7.3 9.5 5.7 5.1 4.9 6.1 6.5 0.5
E7 5.2 5.6 4.6 6.1 5.3 5.6 6.1 4.6 4.6 4.5 5.0 5.2 0.2
E51 - 4.1 3.3 4.2 4.5 4.2 4.9 3.9 3.5 3.6 3.9 4.0 0.1
D1 4.1 3.1 2.7 3.9 3.7 5.4 5.5 5.1 4.4 3.9 4.6 4.2 0.3
D2 3.6 3.8 2.8 3.4 3.7 4.6 4.4 3.3 3.0 3.0 3.7 3.6 0.2
D51 - 2.5 2.4 2.8 3.5 3.5 5.6 3.9 2.7 2.8 3.4 3.3 0.3
D52 - 4.1 3.3 4.1 4.5 4.2 5.0 3.8 3.5 3.6 3.8 4.0 0.2
D53 - 3.9 3.3 4.1 4.3 3.7 4.7 3.6 3.2 3.3 3.7 3.8 0.2
D54 - 3.2 3.1 4.1 4.3 4.0 5.6 4.0 3.3 3.4 3.9 3.9 0.2
西
側
中
央
東
側
下
部
表4. 東谷山山麓の南西湿地における各採水地点のNO3- 濃度の測定値，平均値，標準誤差 
(S.E.) (単位: mg/l) 
 
 
 
  
採水日 2012 2013
地点 5/23 6/29 7/27 8/22 9/26 10/24 11/14 12/21 1/23 2/20 3/14 Mean S.E.
W1 - 4.3 3.0 3.9 4.2 2.4 - - 2.6 3.2 3.6 3.4 0.2
W2 0.1 0.4 ND ND 0.0 ND 0.0 0.2 0.5 1.1 0.9 0.3 0.1
W3 ND 0.0 ND ND ND ND 0.1 0.3 0.5 1.1 0.9 0.3 0.1
W4 ND 0.7 ND 2.5 0.6 0.1 0.1 0.3 0.5 1.1 0.9 0.6 0.2
W51 - 5.7 ND 0.4 1.2 0.1 0.0 0.2 0.5 1.1 1.5 1.1 0.5
W52 - ND ND ND ND ND 0.0 0.2 0.5 1.1 0.6 0.2 0.1
C1 0.1 0.1 ND 0.4 3.0 8.3 4.7 2.4 3.2 3.9 3.1 2.6 0.8
C2 ND 0.2 ND - ND ND 0.1 ND 0.5 ND 0.9 0.2 0.1
C51 - 0.8 0.3 1.3 0.4 1.5 0.2 0.4 0.9 1.5 2.1 0.9 0.2
C52 - 1.6 0.5 1.6 - 1.8 0.7 0.9 2.0 2.5 2.7 1.6 0.3
C53 - ND - 0.2 ND ND - 0.3 0.5 1.1 1.6 0.5 0.2
E1 ND 0.4 ND ND 0.0 - 0.0 - 1.1 1.8 1.3 0.5 0.2
E2 ND - - ND ND - 0.1 0.3 0.6 1.1 0.9 0.4 0.2
E3 0.1 0.2 ND ND 0.1 0.3 0.2 0.3 1.5 1.3 1.1 0.4 0.2
E4 0.1 - ND 0.5 0.0 0.3 - - 0.7 1.8 2.1 0.7 0.3
E5 ND ND ND 0.2 ND 0.0 0.0 0.2 0.8 - 1.3 0.3 0.1
E6 ND 0.1 - 0.7 0.4 0.8 0.3 0.4 0.6 1.2 1.2 0.6 0.1
E7 0.1 0.3 ND 0.2 0.2 0.5 0.2 0.3 0.6 1.3 1.0 0.4 0.1
E51 - 0.9 0.8 3.6 0.8 1.6 0.6 - - 2.7 - 1.6 0.4
D1 0.1 0.1 ND 0.3 0.1 0.5 0.1 0.8 1.2 2.0 2.5 0.7 0.3
D2 ND 0.1 0.1 ND 0.1 ND 0.1 0.2 0.5 1.1 0.9 0.3 0.1
D51 - 0.1 ND ND 0.1 0.0 0.1 - - 1.3 - 0.2 0.2
D52 - 0.7 0.7 3.4 0.7 1.5 0.5 0.9 2.0 2.6 2.6 1.5 0.3
D53 - 0.6 0.6 2.8 1.0 1.1 0.3 0.8 1.9 2.2 2.4 1.4 0.3
D54 - 0.1 0.1 1.2 - 0.4 0.2 0.7 1.6 1.8 2.4 0.9 0.3
西
側
中
央
東
側
下
部
表3.　東谷山山麓の南西湿地における各採水地点のCl― 濃度の測定値，平均値，標準誤差（S.E.）
　　　（単位: mg/l）
表4.　東谷山山麓の南西湿地における各採水地点のNO3
― 濃度の測定値，平均値，標準誤差（S.E.）
　　　（単位: mg/l）
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東谷山山麓の湿地の水質（吉田　耕治，一尾　あずさ，小野　知洋，岡　尚男）
表 5. 東谷山山麓の南西湿地における各採水地点の SO42- 濃度の測定値，平均値，標準誤
差 (S.E.) (単位: mg/l) 
 
  
採水日 2012 2013
地点 5/23 6/29 7/27 8/22 9/26 10/24 11/14 12/21 1/23 2/20 3/14 Mean S.E.
W1 - 3.8 4.0 3.0 4.7 4.6 - - 4.9 4.8 5.9 4.5 0.3
W2 9.1 7.0 3.4 4.3 4.5 4.9 5.0 4.9 4.9 4.9 5.8 5.3 0.5
W3 4.3 4.1 3.5 4.2 4.9 3.8 4.9 4.2 4.3 4.5 5.6 4.4 0.2
W4 3.4 3.9 2.8 3.4 2.9 2.8 3.1 3.0 3.0 3.6 4.6 3.3 0.2
W51 - 3.3 2.8 4.0 4.2 4.5 4.9 4.3 4.7 4.7 4.5 4.2 0.2
W52 - 3.2 3.4 2.5 2.1 3.5 5.2 3.7 4.9 4.9 5.0 3.8 0.4
C1 4.3 4.3 2.7 3.4 3.4 3.8 4.3 4.1 4.1 4.1 4.9 3.9 0.2
C2 ND 0.7 0.7 - 0.9 0.2 0.4 1.0 1.1 1.1 1.2 0.7 0.1
C51 - 3.8 3.3 3.8 3.7 3.8 3.8 4.0 3.7 3.7 3.8 3.7 0.1
C52 - 4.3 3.9 3.9 - 4.7 5.0 5.1 4.8 4.8 5.0 4.6 0.2
C53 - 2.7 - 1.2 0.7 1.5 - 1.1 1.7 1.2 1.1 1.4 0.2
E1 3.8 2.1 1.7 3.3 1.7 - 1.3 - 3.0 3.1 3.3 2.6 0.3
E2 0.5 - - 1.1 1.5 - 1.4 1.5 1.6 1.5 1.6 1.3 0.1
E3 5.8 8.3 1.1 0.3 4.4 3.8 1.3 2.7 3.0 2.3 2.4 3.2 0.7
E4 1.1 - 0.8 1.4 0.9 5.1 - - 1.7 1.4 1.5 1.7 0.5
E5 0.9 0.9 0.8 1.3 2.6 1.2 0.7 1.7 2.1 - 2.0 1.4 0.2
E6 2.6 5.5 - 2.8 5.1 5.2 6.8 2.5 2.5 2.8 3.0 3.9 0.5
E7 6.2 6.4 5.5 6.4 5.7 6.4 6.1 5.9 5.9 5.8 5.7 6.0 0.1
E51 - 2.1 2.0 2.0 2.2 2.5 2.7 2.7 2.5 2.4 2.5 2.4 0.1
D1 1.3 4.4 1.0 2.6 2.9 1.6 1.5 1.0 0.8 1.0 1.1 1.7 0.3
D2 0.8 6.2 2.3 1.1 0.6 2.2 1.7 2.4 3.9 3.7 5.1 2.7 0.5
D51 - 2.2 0.2 0.5 1.3 1.4 2.6 1.4 0.6 3.9 2.4 1.6 0.4
D52 - 2.2 2.0 1.9 2.1 2.5 2.5 2.7 2.7 2.5 2.4 2.3 0.1
D53 - 2.4 2.1 2.2 2.3 1.0 2.9 3.2 3.4 3.2 2.9 2.6 0.2
D54 - 1.5 0.9 1.6 1.0 2.6 2.4 4.2 4.0 3.7 3.8 2.6 0.4
西
側
中
央
東
側
下
部
表 6. 東谷山山麓の南西湿地における各採水地点の Na+ 濃度の測定値，平均値，標準誤差 
(S.E.) (単位: mg/l) 
 
  
採水日 2012 2013
地点 5/23 6/29 7/27 8/22 9/26 10/24 11/14 12/21 1/23 2/20 3/14 Mean S.E.
W1 - 1.8 2.8 1.6 3.2 2.7 - 4.4 3.9 3.6 4.3 3.1 0.3
W2 4.4 3.0 2.9 2.8 3.2 3.3 3.3 4.4 4.0 3.9 4.1 3.6 0.2
W3 2.9 2.4 2.5 2.3 2.4 2.4 2.5 3.1 3.1 3.2 3.3 2.7 0.1
W4 3.2 3.0 3.4 1.6 3.5 3.1 3.0 3.2 2.8 2.7 3.0 3.0 0.2
W51 - 3.0 2.9 2.8 1.4 3.2 3.5 4.3 3.8 3.9 4.1 3.3 0.3
W52 - 2.2 2.5 2.0 2.2 2.3 2.6 3.1 3.1 3.1 3.2 2.6 0.1
C1 4.8 2.5 4.3 2.0 2.3 1.2 2.6 3.0 1.6 1.4 2.3 2.6 0.3
C2 3.1 4.8 5.5 - 6.0 6.1 6.1 7.0 6.1 6.4 6.9 5.8 0.4
C51 - 3.1 3.3 2.7 3.6 3.5 3.3 4.1 3.7 3.7 3.9 3.5 0.1
C52 - 2.6 2.8 2.6 - 3.0 3.1 3.5 3.3 3.3 3.4 3.1 0.1
C53 - 2.7 - 4.3 5.8 5.0 - 6.5 5.5 5.9 6.2 5.3 0.4
E1 3.8 4.9 6.6 4.9 5.8 - 5.9 - 5.3 5.1 5.6 5.3 0.3
E2 7.5 - - 5.6 5.1 - 6.0 6.7 6.5 6.4 6.9 6.3 0.3
E3 5.9 4.9 6.9 7.9 7.2 5.0 6.1 6.3 6.0 6.1 6.5 6.3 0.3
E4 7.0 - 6.5 6.2 7.2 5.3 - - 6.4 6.4 7.0 6.5 0.2
E5 6.6 9.1 7.4 5.1 5.5 7.4 7.4 6.7 5.1 - 5.6 6.6 0.4
E6 8.4 4.8 - 3.8 5.8 5.2 6.2 7.0 6.4 6.2 6.7 6.1 0.4
E7 5.6 4.6 5.2 5.0 5.5 5.0 5.1 6.2 5.7 5.5 6.1 5.4 0.1
E51 - 2.5 2.6 2.7 2.9 2.8 3.0 3.7 3.1 3.2 3.5 3.0 0.1
D1 2.6 2.3 3.1 2.5 2.0 2.1 2.0 2.2 2.0 2.0 2.0 2.3 0.1
D2 3.0 2.5 2.7 2.4 2.6 2.6 2.5 2.9 2.6 2.5 2.8 2.6 0.1
D51 - 2.4 3.1 2.1 2.3 2.0 3.0 3.1 2.5 2.8 3.3 2.7 0.1
D52 - 2.6 2.7 2.6 3.1 2.8 3.1 3.7 3.1 3.1 3.5 3.0 0.1
D53 - 2.6 2.7 2.5 3.0 2.5 3.0 3.4 2.8 2.9 3.3 2.9 0.1
D54 - 2.8 3.3 2.7 3.4 2.7 3.4 4.0 3.3 3.5 4.0 3.3 0.1
西
側
中
央
東
側
下
部
表5.　東谷山山麓の南西湿地における各採水地点のSO4
2― 濃度の測定値，平均値，標準誤差（S.E.）
　　　（単位: mg/l）
表6.　東谷山山麓の南西湿地における各採水地点のNa+ 濃度の測定値，平均値，標準誤差（S.E.）
　　　（単位: mg/l）
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表 7. 東谷山山麓の南西湿地における各採水地点の NH4+ 濃度の測定値，平均値，標準誤
差 (S.E.) (単位: mg/l) 
 
  
採水日 2012 2013
地点 5/23 6/29 7/27 8/22 9/26 10/24 11/14 12/21 1/23 2/20 3/14 Mean S.E.
W1 - ND ND ND 0.0 0.0 - 0.0 ND ND ND 0.0 0.0
W2 0.3 0.0 ND ND 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0
W3 0.5 0.0 ND ND 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0
W4 0.2 0.1 ND ND 0.1 0.0 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 0.0
W51 - ND ND ND ND 0.0 ND 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0
W52 - 0.1 ND 0.4 0.1 0.0 0.0 0.1 ND 0.0 0.1 0.1 0.0
C1 0.1 0.2 0.4 0.1 0.1 0.2 0.0 0.0 ND 0.0 ND 0.1 0.0
C2 ND ND ND - 0.0 ND ND ND ND ND ND 0.0 -
C51 - 0.0 ND 0.7 0.0 ND ND ND ND ND ND 0.1 0.1
C52 - ND ND 0.5 - 0.0 ND 0.0 ND ND 0.1 0.1 0.1
C53 - 0.3 - ND 0.0 ND - 0.0 ND 0.0 ND 0.0 0.0
E1 ND 0.8 1.0 ND 0.2 - 0.3 - 0.1 0.0 0.1 0.3 0.1
E2 0.7 - - 0.7 0.3 - ND 0.1 ND ND ND 0.2 0.1
E3 1.3 1.3 11.6 14.8 1.3 1.4 0.5 1.3 0.1 0.3 0.2 3.1 1.5
E4 0.1 - 1.2 1.3 1.5 1.6 - - 1.6 0.3 0.1 0.9 0.2
E5 0.7 5.3 2.5 0.3 1.5 2.9 4.5 1.5 0.2 - 0.0 1.9 0.6
E6 0.1 0.5 - 0.2 0.0 0.0 ND 0.0 0.0 0.0 ND 0.1 0.1
E7 0.0 0.1 ND ND 0.0 - ND ND ND 0.0 ND 0.0 0.0
E51 - ND ND ND ND 0.0 0.0 ND ND ND ND 0.0 0.0
D1 0.6 0.3 1.6 0.3 0.3 0.4 0.8 0.6 0.5 0.4 0.5 0.6 0.1
D2 1.5 0.6 0.3 0.1 0.1 0.0 0.1 0.3 0.2 0.2 0.2 0.3 0.1
D51 - 0.5 0.8 0.1 0.0 0.0 0.0 0.4 0.9 0.1 0.4 0.3 0.1
D52 - ND ND ND 0.0 ND ND ND ND ND ND 0.0 0.0
D53 - 0.3 ND ND 0.0 ND ND ND ND 0.0 ND 0.0 0.0
D54 - ND ND 0.2 0.0 ND 0.0 0.0 ND ND ND 0.0 0.0
西
側
中
央
東
側
下
部
表 8. 東谷山山麓の南西湿地における各採水地点の K+ 濃度の測定値，平均値，標準誤差 
(S.E.) (単位: mg/l) 
 
  
採水日 2012 2013
地点 5/23 6/29 7/27 8/22 9/26 10/24 11/14 12/21 1/23 2/20 3/14 Mean S.E.
W1 - 1.0 0.9 1.3 0.9 0.6 - 1.0 0.9 1.0 1.0 1.0 0.1
W2 1.5 0.7 0.6 0.8 0.6 0.5 0.7 0.9 0.9 0.8 0.9 0.8 0.1
W3 1.2 0.6 0.6 0.7 0.6 0.5 0.6 0.7 0.6 0.6 0.7 0.7 0.1
W4 0.7 0.6 0.5 0.3 0.7 0.5 0.6 0.6 0.5 0.5 0.6 0.6 0.0
W51 - 0.7 0.6 0.8 0.2 0.6 0.6 1.0 0.7 0.8 0.9 0.7 0.1
W52 - 0.6 0.7 0.8 0.5 0.5 0.8 0.9 0.8 0.8 0.8 0.7 0.0
C1 2.2 1.6 2.1 3.2 2.5 2.1 1.6 1.8 2.0 2.1 1.4 2.0 0.1
C2 ND 0.9 1.1 - 0.9 1.0 1.2 1.4 1.3 1.4 1.5 1.1 0.1
C51 - 0.5 0.6 0.9 0.6 0.5 0.6 0.9 0.8 0.8 0.8 0.7 0.1
C52 - 0.5 ND 0.9 - 0.8 0.7 0.8 0.8 0.8 0.8 0.7 0.1
C53 - 0.6 - 1.9 1.5 1.5 - 2.1 2.1 1.7 1.8 1.6 0.2
E1 ND 1.1 1.8 1.3 1.2 - 1.4 - 1.0 0.9 0.9 1.1 0.2
E2 2.5 - - 2.0 1.1 - 1.1 1.3 1.3 1.3 1.5 1.5 0.2
E3 1.6 1.3 3.5 7.7 1.7 0.9 1.6 1.1 1.1 1.0 0.9 2.0 0.6
E4 1.3 - 1.5 1.9 2.0 1.6 - - 2.2 1.3 1.3 1.6 0.1
E5 1.7 3.7 2.0 1.3 1.4 2.2 3.0 1.7 1.1 - 1.1 1.9 0.3
E6 0.9 0.6 - 0.6 0.3 0.4 0.4 0.5 0.4 0.4 0.5 0.5 0.0
E7 0.4 0.4 0.3 0.5 0.4 0.3 0.3 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.0
E51 - 0.2 0.4 0.6 0.3 0.4 0.5 0.7 0.5 0.6 0.7 0.5 0.0
D1 1.1 1.3 2.2 2.4 1.3 1.0 0.8 0.9 0.9 0.8 0.9 1.2 0.2
D2 1.8 1.1 1.1 1.2 1.0 0.8 0.9 1.0 0.9 0.8 0.8 1.0 0.1
D51 - 0.8 0.7 0.4 0.4 0.5 1.0 2.4 1.4 1.0 1.4 1.0 0.2
D52 - 0.3 0.4 0.5 0.4 0.4 0.5 0.7 0.6 0.6 0.6 0.5 0.0
D53 - 0.6 0.5 0.5 0.4 0.5 0.6 0.7 0.6 0.6 0.6 0.6 0.0
D54 - 0.2 0.7 0.6 0.6 0.6 0.9 1.4 1.0 0.9 1.0 0.8 0.1
西
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部
表7.　東谷山山麓の南西湿地における各採水地点のNH4
+ 濃度の測定値，平均 標準誤差（S.E.）
　　　（単位: mg/l）
表8.　東谷山山麓の南西湿地における各採水地点のK+ 濃度の測定値，平均値，標準誤差（S.E.）
　　　（単位: mg/l）
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表 9. 東谷山山麓の南西湿地における各採水地点の Mg2+ 濃度の測定値，平均値，標準誤
差 (S.E.) (単位: mg/l) 
 
  
採水日 2012 2013
地点 5/23 6/29 7/27 8/22 9/26 10/24 11/14 12/21 1/23 2/20 3/14 Mean S.E.
W1 - 0.5 0.3 0.4 0.5 0.4 - 0.4 0.5 0.5 0.5 0.5 0.0
W2 0.3 0.3 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.4 0.4 0.4 0.4 0.3 0.0
W3 0.1 0.1 ND 0.2 0.2 0.2 0.2 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2 0.0
W4 0.5 0.1 0.1 0.1 0.4 0.4 0.4 0.7 0.6 0.5 0.5 0.4 0.1
W51 - 0.6 0.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.4 0.4 0.4 0.4 0.3 0.1
W52 - 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2 0.0
C1 0.6 0.4 1.2 1.0 1.0 0.5 1.0 0.8 0.6 0.6 0.7 0.8 0.1
C2 ND 0.6 ND - 0.1 0.6 0.7 0.5 0.6 0.7 0.6 0.4 0.1
C51 - 0.2 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.5 0.5 0.5 0.5 0.3 0.1
C52 - 0.3 0.2 0.2 - 0.3 0.3 0.5 0.6 0.6 0.6 0.4 0.1
C53 - 0.2 - 0.5 0.6 0.6 - 0.9 0.9 0.9 0.9 0.7 0.1
E1 ND 0.2 0.3 0.4 0.3 - 0.2 - 0.5 0.5 0.5 0.3 0.1
E2 1.5 - - 0.5 0.2 - 0.7 0.4 0.6 0.9 0.9 0.7 0.1
E3 0.7 0.2 1.3 4.8 1.8 0.5 1.7 0.8 0.7 0.5 0.6 1.2 0.4
E4 0.7 - 0.4 1.1 2.0 0.8 - - 1.1 0.6 0.9 1.0 0.2
E5 0.7 2.6 1.3 0.7 0.3 1.0 2.7 1.2 0.4 - 0.6 1.2 0.3
E6 1.3 0.5 - 0.2 0.5 0.7 0.9 1.0 1.1 1.0 0.9 0.8 0.1
E7 0.3 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.6 0.6 0.6 0.6 0.5 0.0
E51 - 0.4 0.6 0.8 0.5 0.5 0.5 1.0 1.0 1.0 1.0 0.7 0.1
D1 0.0 0.2 0.2 0.4 0.3 0.2 0.2 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2 0.0
D2 0.7 0.2 0.3 0.4 0.4 0.4 0.5 0.6 0.5 0.5 0.5 0.5 0.0
D51 - 0.3 0.6 0.2 0.1 0.1 0.2 0.4 0.4 0.3 0.4 0.3 0.1
D52 - 0.4 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.9 1.0 1.0 1.0 0.7 0.1
D53 - 0.5 0.5 0.6 0.6 0.5 0.5 0.7 0.8 0.8 0.8 0.6 0.0
D54 - 0.3 0.8 0.5 0.4 0.3 0.4 0.5 0.5 0.6 0.6 0.5 0.1
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表 10. 東谷山山麓の南西湿地における各採水地点の Ca2+ 濃度の測定値，平均値，標準誤
差 (S.E.) (単位: mg/l) 
 
採水日 2012 2013
地点 5/23 6/29 7/27 8/22 9/26 10/24 11/14 12/21 1/23 2/20 3/14 Mean S.E.
W1 - 0.3 0.2 0.1 0.3 0.2 - 0.3 0.3 0.2 0.3 0.2 0.0
W2 0.9 0.2 ND 0.1 0.2 0.2 0.2 0.4 0.6 0.6 0.5 0.4 0.1
W3 0.2 0.1 ND 0.1 0.2 0.2 0.2 0.4 0.4 0.4 0.4 0.2 0.0
W4 0.3 0.1 ND ND 0.4 0.4 0.3 0.9 0.7 0.6 0.6 0.4 0.1
W51 - 0.4 0.6 0.2 0.2 0.3 0.5 0.7 0.8 0.7 0.9 0.5 0.1
W52 - 0.2 0.4 0.1 0.2 0.2 0.5 0.3 0.4 0.4 0.4 0.3 0.0
C1 4.3 1.6 7.4 1.8 5.2 2.4 6.5 5.6 3.4 2.7 5.3 4.2 0.6
C2 4.1 0.6 0.2 - 0.2 0.8 1.3 0.8 1.2 1.3 1.5 1.2 0.4
C51 - 0.2 0.3 0.1 0.2 0.2 0.3 0.4 0.6 0.6 0.5 0.3 0.1
C52 - 0.2 0.2 0.1 - 0.3 0.3 0.6 0.6 0.6 0.6 0.4 0.1
C53 - 0.1 - 0.2 0.7 0.7 - 2.1 1.9 1.9 1.8 1.2 0.3
E1 5.7 0.2 0.6 0.3 0.5 - 0.7 - 0.6 0.6 0.6 1.1 0.6
E2 3.2 - - 0.4 0.3 - 1.3 0.7 1.4 1.8 2.0 1.4 0.3
E3 1.1 0.4 4.0 19.7 5.9 1.2 0.5 1.0 1.0 0.6 0.6 3.3 1.7
E4 0.8 - 0.9 1.6 6.3 1.8 - - 2.0 1.0 1.2 1.9 0.6
E5 0.7 2.1 1.5 0.5 0.5 1.1 4.6 1.9 0.6 - 0.8 1.4 0.4
E6 2.5 0.5 - 0.3 1.0 1.2 1.6 2.4 2.7 2.5 2.2 1.7 0.3
E7 0.5 0.3 0.9 0.4 0.5 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.6 0.0
E51 - 0.2 0.6 0.2 0.3 0.3 0.3 0.8 0.8 0.7 0.8 0.5 0.1
D1 0.2 0.2 0.3 0.2 0.4 0.3 0.3 0.6 0.5 0.5 0.5 0.4 0.0
D2 4.5 0.4 1.1 0.8 2.0 2.1 2.5 4.4 3.6 3.3 3.5 2.6 0.4
D51 - 0.3 0.9 0.1 0.2 0.1 0.2 0.8 0.9 0.5 0.9 0.5 0.1
D52 - 0.2 0.4 0.2 0.3 0.3 0.3 0.8 0.8 0.8 0.8 0.5 0.1
D53 - 0.2 0.4 0.2 0.3 0.3 0.3 0.8 0.8 0.7 0.7 0.5 0.1
D54 - 0.1 0.8 0.2 0.3 0.2 0.3 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.1
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表9.　東谷山山麓の南西湿地における各採水地点のMg2+ 濃度の測定値，平均値，標準誤差（S.E.）
　　　（単位: mg/l）
表10.　東谷山山麓の南西湿地における各採水地点のCa2+ 濃度の測定値，平均値，標準誤差（S.E.）　
　　　（単位: mg/l）
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とが，その原因の一つとして考えられる。特
に10月のD13は，採水地点がイノシシのぬた
場として利用された形跡があったことから，
EC値の上昇はその影響によるものと思われ
る。ただし，いずれの場合においても中性化・
ECの上昇は収束していることから，酸性・
貧栄養環境を好適する植物の生育に大きく影
響するものではないと考えられる。
Cl―，Na+濃度は，やや変動はあるものの「東
側の谷」で恒常的に高くなる傾向がみられ，
上端林縁部の地下水（E1 ～ E5）と，湿地下
部の地下水（E6）でその傾向が顕著であった。
この谷の上部に建造物や登山道などは存在し
ないため，これは人為起源ではなく，地質な
どの自然要因によるものと考えられた。渓流
水のE51で他の谷と同程度の濃度となってい
るのは，E51地点までに「東側の谷」の水と，
森林内で湧出していると考えられる別系統の
湧水とが合流し，希釈されたことによるもの
と推測される。
富栄養化で問題となる窒素分は，「西側の
谷」ではW1で恒常的にNO3
―が，「中央の谷」
ではC1で一時的に高いNO3
―が，「東側の谷」
ではE5で中性や高ECでなくても一時的に高
いNH4
+が，「下部の谷」ではD52, D53で一
時的に高いNO3
―が検出された。W1は前述の
通り平均pHが全採水地点の中で最も低かっ
たが，水位低下で採水できないことがあっ
たものの，検出されたNO3
―濃度は最低値が
2.4mg/l，最高値が4.3mg/lであった。南西湿
地全体ではこれよりも高い値が検出されてい
るが，いずれも突発的な上昇でありW1の傾
向とは異なる。日本における地下水などの硝
酸態窒素濃度は，一般に山間部で低く，農地
での施肥，畜産廃棄物，住宅地からの排水な
どの影響を受けて高くなることが知られてい
る。W1で他地点よりも濃度が高く推移する
傾向について原因は特定できないものの，こ
の谷から北北西約150 m離れた標高約85 m地
点には東谷山フルーツパークの施設が，同方
向に約300 m離れた標高約85 m地点には農地
があり，これらでの施肥の影響があるのか
もしれない。東海地方の湧水湿地には，施
肥によると思われる硝酸汚染が生じた地下
水をやむを得ず導水している例6）もあるが，
W1の濃度は，「公共用水域及び地下水の人の
健康の保護に関する水質環境基準」で定めら
れた10mgN/l，すなわちNO3
―濃度に換算して
44.3mg/lの1/10以下である。筑波市の湧水・
地下水の水質を調査した藪崎（2010）の報告7）
によれば，筑波山山腹の森林地帯の湧水の
NO3
―濃度は最低2.4mg/l，最高25.1mg/lであり，
W1がこれと比べて特に高濃度であるとは言
えない。またW1以外では，NO3
―濃度は調査
期間中少なくとも 1回は検出されないか，毎
回検出されても1mg/l以下となる場合が必ず
あり，湿地生態系に短期的な影響を与えると
は考えにくい。しかしながら，定期的な水質
調査を実施するなど注意は必要である。
K+，Mg2+，Ca2+濃度は，突発的な上昇を
除けば谷ごとに大きな差は見られなかった。
C1のK+，Ca2+濃度は，他の採水地点と比べて
やや高く推移しているが，東海地方の湧水湿
地と比較して著しい高濃度といえるものでは
ない8）。SO4
2―濃度は，例えば高いECが観測さ
れた 8月のE3のように，一時的な高ECまた
は中性化が発生した時には濃度が低下する傾
向がみられた。硫化物の酸化が妨げられる，
あるいはSO4
2―が不溶性の塩を生成して沈殿
するような反応が生じているものと考えられ
る。
このように東谷山山麓の南西湿地では，採
水地点によってpH, EC, 各溶存イオン濃度に
若干のばらつきはあるものの，東海丘陵要素
植物群が生育する湧水湿地の特徴である弱酸
性・貧栄養の水質9），10）が概ね保持されてお
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り，水質条件は東海丘陵要素植物群が生育す
る上で問題ないと考えられる。
結論
名古屋市守山区と瀬戸市にまたがる東谷山
の山麓にある湿地群のひとつ，通称南西湿地
の水質を調査したところ，東海丘陵要素植物
群など酸性・貧栄養環境を好むとされる植物
にとって，適切な水質が維持されていること
が明らかとなった。湧水の水源となる東谷山
は自然状態がこれまで維持され，現在では愛
知県の自然環境保全地域の指定を受けている
ことから，開発等による水質変化のリスクは
少ないと考えられる。湿地とそこに生育する
希少種を永続的に保全するためには，湧水に
関しては水量の維持に重点を置き，周辺林の
適切な伐採を優先することが重要と考えられ
る。これは，特に被陰が進む「東側の谷」の
光環境の改善も期待できる。
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